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富
山
県
民
福
祉
条
例

施
行
規
則
の
あ
ら
ま
し

規
則
で
は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
利
用
す

る
病
院
や
劇
場
、
百
貨
届
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、

理
・
美
容
院
、
公
共
交
通
機
関
の
施
設
、
道
路
、

公
園
な
ど
(
生
活
関
連
施
設
と
い
う
)
を
整
備

の
対
象
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
活
関
連
施
設
の
出
入
口

や
廊
下
、
階
段
、
ト
イ
レ
な
ど
の
構
造
及
び
設

備
の
整
備
に
関
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が

円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
基
準

を
定
め
て
い
ま
す
。

すすめよう!人にやさしいまちづくり
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V
廊
下

廊
下
の
幅
は

一
二

0
セ
ン
チ
以
上
と
し
、
段

差
に
は
ス
ロ
ー
プ
(
勾
配
l

/
ロ
以
下
)
を
設

同
り
す

Q

。

V
階
願

手
す
り
を
設
け
る
と
と
も
に
、
つ
ま
ず
か
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

V

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

車
い
す
で
転
回
で
き
る
広
さ
を
確
保
す
る
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
と
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、

車
い
す
使
用
者
が
利
用
し
や
す
い
位
置
に
制
御

装
置
な
ど
を
設
け
る
。

V
ト
イ
レ

車
い
す
使
用
者
や
高
齢
者
、
妊
婦
、
乳
幼
児

を
連
れ
た
人
な
ど
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
広
い

便
一房
を
設
け
る
。

V
書
室

旅
館
等
の
客
室
は
十
分
な
床
面
積
を
確
保
し
、

高
齢
者
や
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
、
浴
室
を
設
け
る
。

県
が
例
年
実
施
し
て
い
る
農
政
世
論
調
査
に

よ
る
と
、
県
民
が
県
政
に
抱
く
要
望
と
し
て

「
高
齢
化
対
策
」
や

「社
会
福
槌
」
と
い
っ
た
頂

自
が
こ
こ
数
年
上
位
を
占
め
、
福
祉
全
般
に
わ

た
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。県

で
は
、
少
予
高
齢
社
会
へ
の
対
応
や
樟
害

者
等
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
芯
ど
を
図
る

た
め
、
昨
年
九
月
に
富
山
県
民
福
祉
条
例
を
制

定
し
、
現
在
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
「
人
づ
く

り
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ
の

基
本
方
針
に
沿
っ
て
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月
に

富
山
県
民
福
祉
条
例
施
行
規
則
を
制
定
し
、
高
齢
者
や
障
害

者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
県
民
が
安
全
か
つ
快
適
に
暮
ら
せ
る

，
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
6

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
規
則
の
対
象
と
な
る
生
活
関
連
施
設
や

そ
の
整
備
基
準
、
建
築
等
を
行
う
場
合
の
届
出
な
ど
を
申
。

に
解
説
し
ま
す
。陪

治
共
交
通
機
関
の
施
設

V
政
札
口

幅
を
八

0
セ
ン
チ
以
上
と
し
、
車
い
す
使
用

者
の
通
行
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
。

V
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

転
落
防
止
の
た
め
の
柵
と
注
意
喚
起
用
ブ
ロ

ッ
ク
を
設
け
る
。

隠
暗
唱

・
公
園

V
歩
道

幅
員
を
二
0
0
セ
ン
チ
以
上
と
し
、
車
い
す

使
用
者
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
車
道
と
の

段
差
は
切
り
下
げ
る
。

V
公
園

園
路
は
滑
り
に
く
い
も
の
と
し
、
幅
を

二
一

0
セ
ン
チ
以
上
と
す
る
。

5 



すすめよう!人にやさしいまちづくり
~富山県民福祉条例施行規則のあらまし~

規
則
で
は
、
生
活
関
連
施
設
の
う
ち
一
定
規
模
以

上
の
施
設
を
「
特
定
生
活
関
連
施
設
」
と
定
め
、
四

月
一
日
か

5
そ
の
新
築
や
改
築
等
を
行
う
場
合
、
事

前
の
届
出
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

以
下
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
築
を
例
に
と
っ
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

•••••••• • • • • 

太
郎
さ
ん
と
花
子
さ
ん
は
、
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
め
引き
し
て
、
こ
の
春
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
築
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

太

郎
「
窓
は
大
き
く
し
た
方
が

明
る
く
な
る
よ
」

子
「
庖
内
に
カ
ウ
ン
タ
ー
が

あ
っ
た
ら
素
敵
ね
」

花
新
し
い
お
庖
ぃつ
く
り
の
構
想
に
熱
中

す
る
二
人
で
し
た
が
、

富
山
県
民
社
会

福
祉
条
例
施
行
規
則
の
施
行
に
伴
い
、

例
え
ば
飲
食
屈
を
新
築
す
る
場
合
に
は
、

事
前
の
届
出
や
整
備
基
準
を
守
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
聞
き
、
さ

っ
そ
く
県

社
会
福
祉
課
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。

{
解
説
】
四
月
一
日
か
ら
、
生
活
関
連
施
設
の
う
ち
一
定
規
模
以
上
の

「特

定
生
活
関
連
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
新
築
や
増
築
、
改
築
等

を
行
う
際
、
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
整
備
基
準
を
守
る
こ
と
及

び
事
前
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
の
場
合
、
延
床
面
積
が
三

0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
は
特
定
生
活
関
連
施
設
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
設
計
図
も
完
成
し
、
い
よ
い
よ
建
築
に
着
手
!

太

郎

「

だ

け

ど

そ

の

前

に

、

新

築

の

〈
建
築
確
認
申
請
〉
と
い
っ
し
ょ

に

〈
新
築
等
の
届
出
〉

を
忘
れ

ず
に
提
出
し
な
く
て
は
・
・
・
」

【
解
説
】
四
月
一
日
以
降
に
建
築
に
着
手
す
る
場

合
は
、
新
た
に

〈新
築
等
の
届
出
〉
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
が
な
い
場
合

は
、
勧
告
、
公
表
の
対
象
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
}

最
寄
り
の
市
役
所
及
び
町
村
役
場
の

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
担
当
窓
口

富山県民福祉
推進会議が設立
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二
人
が
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
特
定
生
活
関
連
施
設
に
該

当
す
る
こ
と
が
判
明
。
そ
こ
で
、
改
め
て
建
築
士
と
相
談
し
な
が
ら
、
整
備
基
準
に

適
合
し
た
設
計
図
の
作
成
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

太

「
出
入
口
の
幅
を
広
げ
、

段
差
を
な
く
す
た
め
こ

こ
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け

ま
す
。
そ
れ
か
ら
ト
イ

レ
も
十
分
な
広
さ
を
確

保
し
ま
す
」

郎
「
こ
れ
で
随
分
利
用
し

や
す
い
お
庖
に
な
り
そ

う
だ
ね
」

子
「
こ
の
よ
う
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
生

活
関
連
施
設
の
整
備
に

は
、
低
利
な
融
資
制
度

が
あ
る
そ
う
よ
」

建
築
士

花{
解
説
}
福
祉
の
環
境
つ
く
り
資
金

民
間
事
業
者
が
県
民
福
祉
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
い
て
生
活
関
連
施
設
を
整

備
(
新
築
、
増
築
、
改
築
、
用
途
変
更
等
)
す
る
場
合
、
工
事
な
ど
に
要
す
る

資
金
を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

川
融
資
対
象
と
な
る
施
設

条
例
施
行
規
則
で
定
め
る
生
活
関
連
施
設
の
う
ち
、
公
的
施
設
以
外
の
も
の
。

ω融
資
対
象
と
な
る
整
備
項
目

条
例
施
行
規
則
の
整
備
基
準
で
定
め
る
項
目

(
例
一
ス
ロ
ー
プ
、
自
動
ド
ア
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
、

誘
導
用
床
材
等
)

ω融
資
限
度
額
五

0
0
0
万
円

同
融
資
利
率
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
(
九
年
+
二
月
現
在
)

ω融
資
期
間
七
年
(
う
ち
据
置
期
間
一
年
以
内
)

建
築
は
順
調
に
進
み
、

二
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
待
望

の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

太

郎
「
い
い
お
庖
だ

っ
て
み
ん
な
が
言

っ
て
く
れ
て

い
る
よ
」

子
「
お
年
寄
り
ゃ
障
害

を
持
つ
方

々
に
も

利
用
し
や
す
い
と

評
判
が
よ
く
て
嬉

し
い
わ
」

郎

「
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
ρ

つ
く
り
は

、
い

い
お
庖
“つ
く

り
か

ら
だ
ね
」

花太

「しあわせに生きる福祉社会jの

実現のためには、行政だけではなく

県民一人ひとりの力が必要です。こ

のため、昨年9月、県内各界各層の

65の団体からなる富山県民福祉推

進会議が設立されました。

これまで、 この推進会議が中山と

なり、福祉フォーラムの開催や福祉

のまちづく りに関する提言雰集など

を行っており、今後も県民への福祉

の意識啓発や福粧のまちづく りの推

進に積極的に取り組んでいくことに

しています。

【
問
合
せ
}
県
庁
社
会
福
祉
課

2
0
7

6
4
1
糾

1
3
1
0
9

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
行

政
と
県
民
お
よ
び
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
連
携

・
協
力

し
て
い
く
と
と
が
不
可
欠
で
す
。

み
ん
な
で
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
考
え
る
ま
ち
へ
:
・。

あ

5
ゆ
る
人
が
様
々
な
活
動
に
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
、
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
“つ
く
り
に
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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